
章区切り

資料１：報告資料

２（１）令和４年度清水庁舎整備の方向（改修）
（２）今後の進め方
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■ 床 面 積

・床面積は、減築によるコストの抑制効果、工事期間中の行政サービスへの影響、改修後の清水庁舎に必要な

機能・性能の確保の観点から、合理的な判断をする

・本庁組織は供用開始時も清水エリアへ配置することを前提に、減築によって必要面積が不足する場合は、

周辺の公共施設やまちなかの民間施設を活用する

２：改修後の耐用年数は20年以上を最低条件とし、第３次診断等の結果を踏まえ、
清水庁舎に必要な機能・性能を満たす合理的な改修内容を判断して整備する

整備の方向

必要条件（ハード整備に係る項目）

２（1）令和４年度清水庁舎整備の方向（改修）

■ 庁舎の耐用年数

・耐用年数は20年以上を最低条件として、改修後の清水庁舎に必要な機能・性能を確保する・将来的に、清水

庁舎は現計画で目指していた江尻エリアへの移転が望ましく、改修後の使用年数は20年程度を基軸に設定する

１：清水のまちづくりの状況を踏まえて、現在の清水庁舎を改修する

整備において満たすべき項目 ＜詳細は令和5年度以降に行う第3次診断等の結果を踏まえて決定する＞

■ 災害時の防災拠点としての庁舎機能（耐震性能など）の確保

・最大クラスの地震や津波に耐えられる建物であること(耐震性能ランクをⅠａとする)

・災害後も防災拠点として業務継続が可能であること

・民生支援（災害救助法適用後の罹災証明･各種支援など）で、中心的な役割を果たせること

耐用年数…建物全体が使用に耐えうる期間 使用年数…建物を使用する期間

※ 第３次診断等の実施後も、本委員会の考え方を踏まえ、事業を進める

※ 第３次診断等の結果により、本委員会での検討の前提が否定された場合は再度検討を行う

１ 令和４年度 清水庁舎整備の方向（改修）
資料１
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庁舎機能・事業手法・

スケジュール等の検討結果

令和４年度

清水庁舎整備の方向（改修）（案）

２【令和４年度】委員会における第７回以降に行う検討の位置づけ

整備の方向が改修になったことを前提に、導入機能等の記載内容を見直す

２（２）今後の進め方

R２年度 事業の一時停止

R３年度 ポストコロナ時代の清水庁舎整備の方向性

令和４年度検討結果今回

H29年度 新清水庁舎建設基本構想を策定

H30年度 新清水庁舎建設基本計画を策定

令和４年度

清水庁舎整備の方向（改修）

環境変化（清水駅東口/コロナ禍）

清水庁舎整備検討委員会
（第７回～）

清水庁舎整備検討委員会
（第１～５回）

パブリックコメント

清水庁舎整備検討委員会
（第６回）

R
４
年
度

反映

R
3
年
度
ま
で

▸第３次診断

▸時刻歴応答解析

▸地質調査 等

改修後の耐用年数は20年以上を最低条
件とし、第３次診断等の結果を踏まえ、
清水庁舎に必要な機能・性能を満たす
合理的な改修内容を判断して整備する

・庁舎規模、耐用年数

・事業手法

・スケジュール等の決定

【R９年度まで(予定)】

改修工事に着工

R
５
年
度
以
降
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第1回委員会 ・現時点で想定される整備パターンと評価項目（R3年度報告）の確認、質疑応答

・「行政サービス拠点」「まちづくり拠点」のあるべき姿についてワークショップ
・ワークショップを踏まえ、整備パターンと評価項目についての議論

・各整備パターンの評価

6月1日

8月1日

8月31日

・整備方法・整備場所の検討

・【書面開催】パブコメ意見の反映

・事業手法、管理・運営方針等の検討

・新たな方針（案）【整備方法・場所】の決定

※ 現時点での想定する検討スケジュールであり、今後、委員のみなさまの意見等により変更する可能性があります。
※ 会議の内容により、書面開催とさせていただく場合があります。

11月18日

第2回委員会

第3回委員会

第4回委員会

第5回委員会

第6回委員会

第7回委員会 ・導入機能、階層構成（配置部局）、施設計画等の検討

第8回委員会

12月12日

３ 清水庁舎整備検討委員会の検討スケジュール（R5.2.15時点）

2月15日
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3月10日
（予定）

1月31日～
2月6日

２（２）今後の進め方


